
     

総 行 安 第 ８ 号 

令和８年３月 31 日 

 

各都道府県総務部（局）長 

（ 公 務 災 害 担 当 課 扱 い ） 

（市町村担当課、区政課扱い）   殿 

各 指 定 都 市 人 事 主 管 局 長 

（ 公 務 災 害 担 当 課 扱 い ） 

 

総務省自治行政局公務員部 

安 全 厚 生 推 進 室 長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

地方公務員災害補償法施行規則の一部を改正する省令の施行について（通知） 

 

地方公務員災害補償法施行規則の一部を改正する省令（令和８年総務省令第40号）

が本日付けで公布されました。 

つきましては、下記事項に留意の上、その施行に遺漏のないようお願いするととも

に、各都道府県総務部（局）長におかれましては、貴都道府県内の指定都市を除く市

区町村等に対しても、この旨を周知いただくようお願いします。 

なお、地域の元気創造プラットフォームにおける調査・照会システムを通じて、各

市区町村等に対しても、本件について情報提供を行っていることを申し添えます。 

 

記 

 

１ 改正の概要 

  一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律（令和７年法律第 89

号）において地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）が改正され、地方公務員におい

て第二種初任給調整手当が創設されることを踏まえ、地方公務員災害補償法施行規

則（昭和 42 年自治省令第 27 号）第３条第２項を改正し、採用の日に災害にあった

場合の平均給与額の算定基礎に同手当を追加する。 

そのほか、規定の明確化のため、所要の規定の整備を行う。 

 

２ 施行期日 

  令和８年４月１日 

 
【連絡先】 

 安全厚生推進室公務災害補償係 

 電話：03-5253-5560（直通） 



 

総 行 安 第 ９ 号 

令和８年３月 31 日 

 

 
地方公務員災害補償基金事務局長 殿 

 

 

総務省自治行政局公務員部 

安 全 厚 生 推 進 室 長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

地方公務員災害補償法施行規則の一部を改正する省令の施行について（通知） 

 

地方公務員災害補償法施行規則の一部を改正する省令（令和８年総務省令第40号）

が本日付けで公布されました。 

改正の概要及び施行期日については下記のとおりですので、その施行に遺漏のない

ようお願いします。 

 

記 

 

１ 改正の概要 

  一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律（令和７年法律第 89

号）において地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）が改正され、地方公務員におい

て第二種初任給調整手当が創設されることを踏まえ、地方公務員災害補償法施行規

則（昭和 42 年自治省令第 27 号）第３条第２項を改正し、採用の日に災害にあった

場合の平均給与額の算定基礎に同手当を追加する。 

  そのほか、規定の明確化のため、所要の規定の整備を行う。 

 

２ 施行期日 

  令和８年４月１日 

【連絡先】 

 安全厚生推進室公務災害補償係 

 電話：03-5253-5560（直通） 
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務
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昭
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令
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す
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。
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掲
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付
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﹇
略
﹈

第
三
条

﹇
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上
﹈

２

採
用
の
日
に
災
害
を
受
け
た
場
合
の
平
均
給
与
額
は
、
給
料
の
月
額
、
第
二
種
初
任
給
調
整
手
当
の
月
額
、

扶
養
手
当
の
月
額
、
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
、
特
地
勤
務
手
当
（
こ
れ
に
準

ず
る
手
当
を
含
む
。）の
月
額
並
び
に
へ
き
地
手
当
（
こ
れ
に
準
ず
る
手
当
を
含
む
。）の
月
額
又
は
こ
れ
ら
に
相

当
す
る
給
与
の
月
額
の
合
計
額
を
三
十
で
除
し
て
得
た
金
額
と
す
る
。

２

採
用
の
日
に
災
害
を
受
け
た
場
合
の
平
均
給
与
額
は
、
給
料
の
月
額
、
扶
養
手
当
の
月
額
、
給
料
及
び
扶
養

手
当
の
月
額
に
対
す
る
地
域
手
当
の
月
額
、
特
地
勤
務
手
当
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こ
れ
に
準
ず
る
手
当
を
含
む
。）の
月
額
並
び
に

へ
き
地
手
当
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こ
れ
に
準
ず
る
手
当
を
含
む
。）の
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額
又
は
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ら
に
相
当
す
る
給
与
の
月
額
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合
計
額
を
三

十
で
除
し
て
得
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金
額
と
す
る
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４
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﹈
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５

職
員
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法
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第
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す
る
期
間
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に
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け
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に
つ
い
て
、
当
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通
交
通
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線
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道
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通
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を
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自
動
車
等
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新
幹
線
鉄
道
等
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橋
等
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く
は
駐
車
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等
に
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け
た
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合
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は
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該
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該
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の
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給

与
に
関
す
る
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当
該
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例
に
よ
り
委
任
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た
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則
そ
の
他
の
規
程
を
含
む
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こ
の
項
に
お
い
て「
条

例
」
と
い
う
。）で
定
め
る
支
給
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
な
い
場
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で
当
該
各
月
前
の
直
近
の
当
該
通
勤
手

当
の
支
給
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あ
る
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に
当
該
通
勤
手
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の
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給
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受
け
た
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き
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当
該
通
勤
手
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つ
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該
各
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の
前
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ま
で
に
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め
る
返
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由
が
発
生
し
た
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以
下「
事
由
発
生
月
」と
い
う
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あ
る
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き
を
除
く
。）

は
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当
該
各
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又
は
当
該
支
給
日
が
あ
る
月
に
支
給
を
受
け
た
当
該
通
勤
手
当
の
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を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
通
勤
手

当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
（
通
勤
手
当
の
支
給
の
単
位
と
な
る
期
間
と
し
て
一
箇
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を
単
位
と
し
て
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例
で
定

め
る
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
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で
除
し
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た
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（
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の
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に
当
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当
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き
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、
当
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通
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定
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じ
た
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、
そ
れ
ぞ
れ
当
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通
勤
手
当
に
係
る
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単
位
期
間
に
係
る
最
初
の
月
か
ら
当
該
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由
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ま
で
の
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数

で
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て
得
た
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の
当
該
各
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と
の
合
計
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法
第
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に
規
定
す
る
期
間
に
お
け
る
総
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、

同
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に
規
定
す
る
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与
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額
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算
出
の
基
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と
な
る
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勤
手
当
の
額
と
す
る
。
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に
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す
る
期
間
の
各
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に
お
け
る
通
勤
に
つ
い
て
、
当
該
各
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に
普
通
交
通

機
関
等
（
新
幹
線
鉄
道
等
及
び
橋
等
以
外
の
交
通
機
関
等
を
い
う
。）、
自
動
車
等
、
新
幹
線
鉄
道
等
若
し
く
は

橋
等
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の
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受
け
た
場
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当
該
各
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に
当
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通
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の
支
給
日
（
給
与
に
関
す
る

条
例
（
当
該
条
例
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
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則
そ
の
他
の
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程
を
含
む
。
以
下
こ
の
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に
お
い
て
「
条
例
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と
い

う
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定
め
る
支
給
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を
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以
下
同
じ
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な
い
場
合
で
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各
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当
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通
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当
に
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当
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各
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の
前
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ま
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に
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で
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る
返
納
事
由
が
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生
し
た
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（
以
下
「
事
由
発
生
月
」
と
い
う
。）が
あ
る
と
き
を
除
く
。）は
、
当

該
各
月
又
は
当
該
支
給
日
が
あ
る
月
に
支
給
を
受
け
た
当
該
通
勤
手
当
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
通
勤
手
当
に
係

る
支
給
単
位
期
間
（
通
勤
手
当
の
支
給
の
単
位
と
な
る
期
間
と
し
て
一
箇
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を
単
位
と
し
て
条
例
で
定
め
る
期

間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
月
数
で
除
し
て
得
た
額
（
災
害
発
生
の
日
の
属
す
る
月
の
前
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ま
で
に
当
該
通
勤

手
当
に
係
る
事
由
発
生
月
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
通
勤
手
当
の
額
か
ら
条
例
で
定
め
る
額
を
減
じ
た
額
を
、
そ

れ
ぞ
れ
当
該
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
に
係
る
最
初
の
月
か
ら
当
該
事
由
発
生
月
ま
で
の
月
数
で
除
し

て
得
た
額
）
の
当
該
各
月
ご
と
の
合
計
額
の
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
期
間
に
お
け
る
総
額
を
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同
項
に

規
定
す
る
給
与
の
総
額
の
算
出
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基
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と
な
る
通
勤
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当
の
額
と
す
る
。
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・
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同
上
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備
考
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中
の
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の
記
載
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注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
〇
総
務
省
令
第
四
十
号

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

林

芳
正


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